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量の削減と費用の平準化を図る必要があ
ります。

　　　【人口の動向】
　　　町の将来人口は、国立社会保障・人口
研究所の推計によると、平成22年の2,677
人から平成72年には約40％の1,076人にな
ると予想されています。人口の減少によ
り税収などの町の収入
も減少していくと考え
られます。

計   画   期   間
　　　この計画は、将来の人口や財政の見通し等をもとに長期的な公共施設等に係る経費の削減と平準
化を図るため、

　　　　　計画期間は、平成29年度から38年度までの10年間とします。
　　　また、計画については、今後の財政状況や人口動向の変化などに応じて、適宜見直しを行います。

数   値   目   標
　　　将来の公共施設等に係る更新費用の増加と人口減少に対応するため、計画期間の建築系公共施設
の延床面積の削減目標を次のとおり設定します。

　　　建築系公共施設の延床面積の削減目標
　

平成68年（40年後）までに施設延床面積の10 〜 30％を削減

公共施設等の管理の実施方針等
　　　公共施設等の維持管理や更新、統廃合、長寿命化などの６つの項目に関する実施方針と、施設類
型ごとの管理に関する基本的な方針を定め、公共施設等の適正な管理を進めます。

　　　　　①点検等の実施方針　　　　　②維持管理・修繕・更新等の実施方針
　　　　　③安全確保の実施方針　　　　④耐震化の実施方針
　　　　　⑤長寿命化の実施方針　　　　⑥統合や廃止の推進方針

計  画  の  公  表
　　　幌延町公共施設等総合管理計画は、総務財政課、問寒別出張所で閲覧することができます。また、
町ホームページにも掲載しています。

　　　掲載場所：トップページ「町政情報」→「各種計画」→「幌延町公共施設等総合管理計画」

問合せ先：総務財政課財政グループ　　電話：5-1111　告知端末機：5-8812

更新費用の施設別割合
下水道
　23 億円
　3.6％

建築系公共施設
　300 億円
　47.4％

道　 路
　117 億円
　18.5％

橋りょう
　52 億円
　8.2％

上水道
　141 億円
　22.3％


